
翡
麟
駄
鯰
蔵
書
印
譜
私
稿
（
五

一
、
解
題
末
尾
に
、
印
を
採
集
し
た
資
料
名
を
添
え
た
。

一
、
印
の
使
用
者
の
経
歴
等
、
簡
略
な
解
題
を
付
し
た
。
参
考
文
献
は
一
々
あ
げ
な
い
が
、
既
刊
の
事
典

•
印
譜
・

評
伝
等
を
参
照
し
た
。

一
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
印
文
の
読
み
を
記
し
た
。

一
、
排
列
は
人
名
（
印
の
使
用
者
名
）
の
五
十
音
順
と
す
る
。

一
、
本
稿
は
本
館
所
蔵
資
料
に
見
ら
れ
る
蔵
書
印
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
従
来
の
蔵
書
印
譜
等
に
紹
介
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
も
の
、
或
い
は
、
本
学
及
び
本
館
に
関
係
の
深
い
も
の
か
ら
掲
げ
る
こ
と
を
心
が
け
、

や
が
て
他
へ
も
及
ぶ
つ
も
り
で
あ
る
が
、
印
影
の
紹
介
を
眼
目
と
し
、
年
代
・
分
野
等
に
捉
わ
れ
ず
掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
印
影
は
原
則
と
し
て
原
寸
大
と
す
る
。
印
色
は
個
々
の
原
色
を
再
現
す
る
は
困
難
な
た
め
、
朱

・
墨
等
、
近
似
の
色
を
以
っ
て
示
し
た
。

凡

例

試

鰐

麟

蔵

書

印

譜

私
稿
（
五
）

大

江

令

子
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淡
島
石
井
遠
藤
荻
野
川
西

和
露

寒
月
研
堂
蓼
花清

木
崎
笹
野
鈴
木
竹
内
中
川 次

真
年
琴
涯
徳
基

馬
場
浜水
落

堅

花
岡

好
尚

目

永
田

有
翠
百
樹
錦
江
和
助
露
石

前
回
に
続
き
中
村
俊
定
文
庫
の
印
を
中
心
に
と
り
あ
げ
た
。
周
知
の
印
も
掲
げ
た
こ
と
、
前
回
と
同
様
で
あ
る
。
加
え
て
今
回
は
い
く
つ
か
の
印

に
つ
い
て
使
用
者
の
経
歴
未
詳
の
ま
ま
掲
出
し
た
。
遠
藤
蓼
花
、
竹
内
琴
涯
と
い
っ
た
方
な
ど
は
生
没
年
の
確
認
も
で
き
て
い
な
い
が
、
あ
え
て
こ

な
お
中
村
俊
定
文
庫
以
外
の
資
料
か
ら
採
っ
た
印
に
は
、
印
影
と
採
集
資
料
名
に

J

に
と
り
あ
げ
、
識
者
の
ご
示
教
を
待
つ
こ
と
と
し
た
。

＊
印
を
付
し
た
。

お
お
え
よ
し
こ

図
書
館
国
内
図
書
課
）
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＂ 
小
説
家
、
俳
人
。
安
政
六
年
江
戸
日
本
橋
生
れ
。
父
は
画
家
淡

島
椿
岳
。
本
名
宝
受
郎
、
別
号
愛
鶴
軒
、
梵
雲
庵
。
福
沢
諭
吉
の

影
響
を
受
け
西
洋
文
化
に
心
酔
し
た
が
、
明
治
十
三
、
四
年
頃
、

山
東
京
伝
の

『骨
菰
集
』
を
読
み
急
速
に
江
戸
文
学
に
傾
倒
、
と

り
わ
け
西
鶴
に
ひ
か
れ
、
西
鶴
の
作
品
を
蒐
集
し
て
は
そ
の
意
義

を
当
時
の
文
壇
に
紹
介
、
明
治
期
に
お
け
る
西
鶴
再
評
価
、
元
禄

文
化
復
興
の
機
運
を
生
み
出
し
た
。
禅
、
考
古
学
、
キ
リ
ス
ト
教
、

進
化
論
な
ど
様
々
な
思
想
遍
歴
の
後
、
晩
年
は
東
西
の
玩
具
蒐
集

に
熱
中
し
た
。
著
作
は
小
説

『百
美
人
』『
馬
加
物
語
』
が
あ
る
他
、

没
後

『寒
月
遺
稿
連
句
集
』『
寒
月
句
集
』『
梵
雲
庵
雑
話
』
が
出
た
。

大
正
十
五
年
没
。

『誹
諧
句
選
』
享
保
二
十
年
刊

淡
島
寒
月
（
一〈発ー
一九
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編
集
者
、
明
治
文
化
研
究
家
。
慶
応
元
年
福
島
県
郡
山
生
れ
。

本
名
民
治
。
明
治
十
八
年
上
京
し
岡
千
俣
に
漢
学
を
学
ぶ
。
二
十

二
年
明
治
期
の
代
表
的
少
年
雑
誌
「
小
国
民
」
（
の
ち
「
少
国
民
」
）

の
編
集
主
任
と
な
り
健
筆
を
揮
う
一
方
、
『
理
科
十
ニ
ヶ
月
』
『
少
年

工
芸
文
庫
』
な
ど
少
年
向
け
科
学
書
を
出
版
。
明
治
文
化
研
究
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
、
四
十
一
年
に
畢
生
の
大
著

『明
治
事
物
起

原
』
を
刊
行
。
大
正
十
三
年
吉
野
作
造
、
尾
佐
竹
猛
ら
と
明
治
文

化
研
究
会
を
興
し
、
『
明
治
文
化
全
集
』
編
築
に
尽
力
、
明
治
文
化

研
究
に
お
け
る
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
釣
の
名
著

『
鱈
麟
釣
師
気

質
』
、
評
伝
『
中
村
正
直
伝
』
、
海
洋
小
説
『
鯨
幾
太
郎
』
な
ど
多
方

面
に
先
駆
的
業
績
を
遺
し
た
他

、

古
銭
•

錦
絵
の
蒐
集
と
研
究
で

も
知
ら
れ
た
。
昭
和
十
八
年
没
。

『秋
の
雛
』
享
保
十

一
年
刊

石

井

研

堂
(
-
〈
益
ー一酋―-
）
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「蓼華
園
文
廂
」

俳
人
。
関
西
の
人
。
中
村
俊
定
先
生
に
よ
れ
ば
、
蕪
村
関
係
の

俳
書
を
多
く
蒐
集
し
た
と
い
う
。

『誹
諧
尚
歯
会
』
天
明
五
年
刊

遠

藤

蓼

花
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俳
文
学
者
。
明
治
三
十
七
年
愛
知
県
名
古
屋
市
に
生
れ
る
。

京
都
大
学
国
文
科
卒
業
。
高
野
山
大
学
教
授
。
芭
蕉
の
研
究
家
と

し
て
知
ら
れ
、
と
り
わ
け
芭
蕉
の
書
簡
研
究
に
、

『芭
蕉
講
座
』
（書

簡
篇
）
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
遺
し
た
。
芭
蕉
に
関
す
る
論
文

を
集
め
た
『
芭
蕉
論
考
』
、
芭
蕉
と
同
時
代
の
六
俳
人
（
鬼
貫
、
素

堂
、
言
水
ら
）
の
作
品
を
出
典
年
代
順
に
集
め
た
『
元
禄
名
家
句

集
』
な
ど
の
編
著
が
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
没
。
没
後
、
著
作
集

『猿
蓑
俳
句
研
究
』
『
俳
文
学
叢
説
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

『
報
恩
集
十
三
条
~

』

明
和
四
年
序
刊

荻
野

清
(
-
醤
ー
一竺i
(

O

)
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圃

俳
人
、
俳
書
蒐
集
家
。
明
治
八
年
神
戸
生
れ
。
本
名
徳
三
郎
。

神
戸
商
業
を
卒
業
。
鉄
材
商
を
営
み
、
神
戸
市
会
議
員
を
つ
と
め

た
。
俳
句
を
河
東
碧
梧
桐
に
師
事
、
短
律
の
句
を
よ
く
し
た
。
大

正
三
年
神
戸
よ
り
俳
誌

『阿
蘭
陀
渡
』
を
刊
行
、
関
西
に
お
け
る

碧
梧
桐
門
の
主
力
作
家
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。
古
俳
書
の
蒐
集

に
つ
と
め
、
そ
の
蔵
書
に
よ
っ
て

『蕉
門
珍
種
百
種
』
三
十
五
冊
、

『和
露
文
庫
』
五
編
が
翻
刻

・
刊
行
さ
れ
た
。
『和
露
文
庫
俳
書

目

』
(
t
i
l
原
退
蔵
•

川
西
和
露
共
編
、
昭
和
十

三
年
）
に
よ
り
そ
の

内
容
が
知
ら
れ
る
。
没
後
、
古
俳
書
は
天
理
図
書
館
に
、
活
字
本

は
神
戸
市
立
図
書
館
に
収
め
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
年
没
。

和
露
の
蔵
書
印
は
掲
出
し
た
も
の
の
他
、
丸
に
「
和
露
」
、
丸
に

三
つ
柏
紋
入
「
和
露
文
庫
」
、
「
和
露
俳
庫
」
、
「
和
露
俳
書
」
な
ど
十

種
近
い
印
が
知
ら
れ
て
い
る
。

『
m老
木
の
芽
刑
』
宝
暦
九
年
序
刊

川

西

和

露
（
一〈芸
ー一
酋翌）
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「
好
尚
堂

図
書
記
」

新
聞
記
者
、
金
石
文

・
近
世
文
学
研
究
家
。
慶
応
元
年
大
阪

に
生
れ
る
。
本
名
愛
吉
。
明
治
二
十
四
年
西
村
天
囚
ら
と
雑
誌
『な

に
は
が
た
』
を
創
刊
。

二
十
六
年
大
阪
朝
日
新
聞
に
入
社
、
文
芸

部
な
ど
で
編
集
に
従
事
。
大
正
三
年
朝
日
退
社
後
は
金
石
文
研
究

に
専
念
、
同
十
年

『大
日
本
金
石
史
』
三
巻
を
刊
行
、
こ
れ
に
よ

り
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
。
晩
年
は
山
竹
会
、
山
陽
会
を
主
宰
し

て
頼
山
陽
、
田
能
村
竹
田
の
研
究
に
あ
た
り
、

『頼
山
陽
全
書
』
八

巻、

『田
能
村
竹
田
全
書
』
三
巻
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
た
。
昭
和
十

九
年
没
。『
秋
風
庵
文
集
』
天
保
四
年
祓
刊

木

崎

好

尚

（一仝釜
ー
一藷
）
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＊
 

国
文
学
者
。
明
治
三
十
四
年
静
岡
県
志
太
郡
藤
枝
町
に
生
れ
る
。

昭
和
二
年
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
業
。
東
京
女
子
大
学
、
北
京
師

範
大
学
、
善
隣
大
学
等
の
教
授
を
勤
め
る
。
室
町

・
江
戸
期
の
文

芸
、
能
狂
言
、
歌
謡
な
ど
の
広
範
な
研
究
を
展
開
し
た
が
、
と
り

わ
け
大
蔵
虎
明

・
虎
寛
本
の
紹
介
、
最
古
の
狂
言
本

『天
正
狂
言

本
』
の
発
見
な
ど
狂
言
台
本
の
発
掘
紹
介
に
功
績
を
あ
げ
、
狂
言

研
究
の
基
礎
を
築
い
た
。
善
本
稀
書
の
蒐
集
で
知
ら
れ
た
。
編
著

に
『
室
町
時
代
小
歌
集
』
『
斎
藤
徳
元
集
』『
能
狂
言
』
（
岩
波
文
庫
）

『古
本
狂
言
梨
』
（
同
上
）

『狂
言
不
審
紙
』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
三

十
六
年
没
。
『桑
の
ね
か
ひ
』
影
写
本

『大
八
録
』
細
井
広
沢
自
筆
＊

笹
野

堅
（
一色
一ー一
奈
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系
譜
学
者
。
天
保
二
年
江
戸
神
田
に
生
れ
る
。
幼
名
房
太
郎
、

俳
号
松
柏
。
十
九
歳
で
家
督
を
次
弟
に
譲
り
、
剃
髪
し
て
不
存
と

号
し
た
。
安
政
五
年
父
の
死
を
機
に
還
俗
し
名
を
源
牟
知
良
と
改

め
、
新
田
愛
氏
と
号
す
。
の
ち
鈴
木
舎
人
と
改
称
。
栗
原
信
充
に

故
実
を
、
平
田
鐵
胤
に
国
典
を
学
び
、
系
譜
学
に
長
じ
た
。
上
総

大
多
喜
藩
に
仕
え
た
が
、
慶
応
元
年
紀
州
藩
の
懇
請
に
よ
り
藩
士

と
な
り
系
譜
編
築
事
業
に
参
画
、
の
ち
弾
正
台
、
宮
内
省
、
陸
軍

省
等
を
歴
任
。
明
治
二
十
一
年
よ
り
東
京
帝
大
の
大
日
本
編
年
史

の
編
纂
に
従
事
。
晩
年
は
鴻
池
家
な
ど
の
求
め
に
応
じ
大
阪
へ
赴

き
、
国
学
校
の
設
立
お
よ
び
熊
野
神
社
復
興
に
尽
力
し
た
。
『苗
字

尽
明
解
』
『
姓
氏
俗
解
』
『
史
略
名
称
訓
義
』
等
著
書
多
数
。
明
治
二

十
七
年
没
。
『
霜

杉
の
し
を
り
』
文
化
八
年
刊

鈴
木

真
年
(

l

〈
=
-
＝

-I
-〈
九
四
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瓢閤諸
「
琴
涯
図
書
」

俳
人
。
地
方
史
研
究
家
。
伊
勢
の
人
。
伊
勢
の
俳
書
蒐
集
に
つ

と
め
、
昭
和
九
年
「
神
都
俳
人
遺
墨
展
覧
会
出
陳
俳
書
略
解
題
」

を
著
し
た
。
所
載
総
点
数
七
十
九
点
の
う
ち
六
十
四
点
が
琴
涯
の

出
品
に
か
か
り
、
掲
出
印
の
あ
る

『
門
笈
塵
集
』
の
書
名
も
掲
が

っ
て
い
る
。

中
村
俊
定
先
生
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
松
宇
の
俳
書
解
題
の
手
伝
い

な
ど
し
て
い
た
と
い
う
。

贔
笈
塵
集
k

』
延
享
四
年
序
刊

竹
内

琴
涯
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「゚中
川
氏
蔵」

天
保
四
年
生
れ
。
字
月
磋
、
得
楼
と
号
す
。
東
京
下
谷
練
堀
町

に
住
す
。
旧
幕
時
代
は
代
官
所
手
代
を
勤
め
た
と
い
う
。
蔵
書
家

と
し
て
知
ら
れ
、
自
筆
の
「
蔵
書
目
録
」
十
二
冊
が
国
会
図
書
館

に
架
蔵
さ
れ
る
。
幸
田
成
友
に
よ
れ
ば
、
生
前
か
ら
、
乞
う
者
に

は
惜
し
気
な
く
蔵
書
を
与
え
た
と
い
い
、
そ
の
蒐
書
は
ま
と
ま
っ

た
形
で
は
伝
存
し
な
い
。
館
蔵
の
中
川
徳
基
旧
蔵
書
は
、
中
村
俊

定
文
庫
に
二
部
あ
る
他、

式
亭
三
馬
自
筆
『
身
の
む
か
し
』
な
ど

数
部
眼
に
し
て
い
る
。
大
正
四
年
没
。

『
い
せ
の
は
な
し
』
写
本

中

川

徳

基

(
K
-――
―
l
_
|
＿
杢
写
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実
業
家
。
慶
応
三
年
大
阪
に
生
れ
る
。
名
は
春
意
、
好
三
郎
と

称
す
。
十
三
歳
で
祖
父
以
来
の
主
家
、
鴎
池
本
家
へ
勤
仕
、
同
家

に
て
成
長
す
る
。
長
じ
て
鴻
池
銀
行
京
都
支
店
の
管
理
に
あ
た
っ

た
。
生
来
書
物
を
好
み
、
大
阪
で
有
数
の
蔵
書
家
と
し
て
き
こ
え

た
。
同
好
の
士
と
愛
蔵
書
を
披
露
し
あ
う
「
保
古
会
」
を
結
成
。

会
友
に
浜
和
助
、
水
落
露
石
、
平
瀬
露
香
、
加
賀
豊
三
郎
、
幸
田

成
友
、
木
崎
好
尚
ら
が
い
た
。
ま
た
露
石
の
句
会
「
下
萌
会
」
に

属
し
俳
句
も
よ
く
し
た
。
大
正
十
年
の
没
後
、
蔵
書
は
二
度
に
わ

た
っ
て
売
立
ら
れ
散
逸
し
た
が
、
十
一
年
の
売
立
目
録
（
雑
誌
「
み

を
つ
く
し
」
二
に
覆
刻
）
に
よ
り
、
そ
の
蒐
書
の
大
要
が
知
ら
れ

る
。
館
蔵
の
有
翠
旧
蔵
本
の
う
ち
、
古
浄
瑠
璃
『
あ
ふ
ひ
の
う
へ
』

『鳥
羽
恋
塚
物
語
』、
俳
書

『
宝
蔵
』
、
仮
名
草
子

『本
朝
浜
千
鳥
』

等
の
書
名
が
売
立
目
録
に
見
え
て
い
る
。

『山
の
井
』
慶
安
元
年
刊

永

田

有

翠

（

一
仝
こ
ー
一
f
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「
百
樹
の
」

古
川
柳
研
究
家
。
明
治
二
年
長
野
県
上
田
の
生
れ
。
大
阪
住
。

名
茂
三
郎
、
別
号
澪
巴
堂
、
や
ま
と
の
好
成
、
花
実
園
な
ど
。
銀

行
勤
務
の
傍
ら
古
川
柳
の
研
究
に
つ
と
め
た
。
『
川
柳
類
笛
』
（
明
治

三
十
八
年
）

の
編
が
あ
る
。
昭
和
二
十
一
没
。

『
俳
諧
力
車
』
元
文
四
年
序
刊

花

岡

百

樹

（
一〈
苫
ー

一
癸
）
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「
来
雷
庵

正
統
印
」 :-
ぎ
虎
i
-

「杜十」

譴
「従吾棲」

「
錦
江
國

図
書
記
」

俳
人
、
和
算
家
。
享
和
四
年
江
戸
四
谷
に
生
れ
る
。

名
正
統
、
字
貫
卿
、
通
称
小
太
郎
。
初
号
葵
廟
、
別

号
紅
白
庵
、
桃
葉
庵
等
。
父
正
督
（
号
貢
湖
、
薬
々

翁
）
は
幕
臣
で
和
算
家
、
江
戸
俳
壇
の
一
派
葛
飾
蕉

門
其
日
庵
八
世
。
幼
少
よ
り
算
法
、
誹
諧
を
父
に
学

び
、
古
賀
個
庵
に
経
義
文
章
を
修
め
る
。
諸
学
諸
芸

に
長
じ
召
さ
れ
て
小
十
人
組
の
番
士
に
列
す
。
天
保

十
四
年
其
日
庵
九
世
を
継
承
、
翌
弘
化
元
年
家
督
を

相
続
し
た
。
和
算
家
と
し
て

『真
積
算
梯
後
篇
』『
同

解
義
』
等
を
著
わ
す
一
方
、
r
七
部
集
通
旨
』
『
奥
之
細

道
通
解
』
等
、
生
涯
に
九
十
余
篇
の
俳
書
を
著
し
た
。

中
で
も

『葛
飾
蕉
門
分
脈
図
』
を
は
じ
め
と
す
る
多

数
の
詳
細
な
系
譜
を
編
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
万

延
元
年
没
。
『
四
季
の
讃
』
延
享
二
年
序
刊

『
葛
飾
正
風
秘
書
梅
の
栞
』
馬
場
錦
江
自
筆

馬
場

錦
江
（
一〈O
-
|
-

〈さ
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『古
今
物
わ
す
れ
』
明
和
九
年
刊

弘
化
三
年
生
れ
。
真
砂
と
号
す
。
大
阪
淡
路
町
五
丁
目
で
質
屋

を
営
む
。
大
阪
の
珍
書
持
ち
と
し
て
知
ら
れ
る
。
永
田
有
翠
ら
大

阪
の
愛
書
家
と
と
も
に
、
架
蔵
の
稀
書
を
披
露
し
あ
う
「
保
古
会
」

を
創
立
。
謙
虚
な
人
柄
で
会
友
の
敬
愛
を
集
め
た
が
、
生
前
自
己

の
経
歴
に
つ
い
て
遂
に
語
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
明
治
四
十
四
年

没。 浜
和
助
（
ス
哭
ー
一
{
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＊
 

俳
人
。
明
治
五
年
大
阪
市
東
区
南
久
宝
寺
町
に
生
れ
る
。
家
は

小
間
物
問
屋
。
幼
名
義
式
、
初
号
石
出
、
別
号
聴
蛙
亭
。
十
二
歳

で
家
督
を
継
ぎ
庄
兵
衛
を
製
名
。
俳
句
は
正
岡
子
規
に
師
事
し
、

京
阪
満
月
会
を
興
し
、
大
阪
満
月
会
を
作
る
な
ど
大
阪
俳
壇
の
中

心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
古
書
蒐
集
と
誹
諧
研
究
で
知
ら
れ
た
が
、

と
り
わ
け
蕪
村
を
好
み
、
明
治
三
十
三
年
『
蕪
村
遺
稿
』
を
出
版
。

ま
た
蛙
を
愛
し
、
蛙
の
句
を
集
め
た

『圭
虫
句
集
』
を
刊
行
し
た
。

み
ず
か
ら
句
会
「
下
萌
会
」
を
主
宰
、
永
田
有
翠
が
そ
の
有
力
な

会
友
で
あ
っ
た
他
、
「
保
古
会
」
に
も
参
加
、
浜
和
助
、
幸
田
成
友

を
は
じ
め
関
西
の
愛
書
家
と
広
く
交
遊
し
た
。
大
正
八
年
没
。

遺
著
に
「
聴
蛙
亭
雑
記
」
（
大
正
十
年
）
が
あ
る
。

『
吉
原
こ
ま
さ
ら
い
』
寛
文
年
間
刊
＊

水
落
露
石

（
一
全―
―
—
一
九
一

写
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